
1 

 

「喜びと勝利の光」イザヤ書 9 章 1-7 節 

2022.12.18 礼拝 

序論） 

アドベント 4 週目。きょうここに 4 本目のロウソクに灯がともされました。この 4

本の灯火には意味があって、それぞれ平和の灯、希望の灯、喜びの灯、そして愛の

灯という意味があります。 

 【主】イエスキリストはまさにこのような光を与えるためにこられたのですが、

今日は、イザヤ書 9 章の預言から、イエス様はどのような光としてこの世にきてく

ださったのか。教えられていきたいと思います。 

 

背景） 

 まずは 1 節を読みましょう。 

  

9:1 しかし、苦しみのあったところに闇がなくなる。先にはゼブルンの地とナフタ

リの地は辱めを受けたが、後には海沿いの道、ヨルダンの川向こう、異邦の民のガ

リラヤは栄誉を受ける。 

 

 9 章の預言が語られたのは、北イスラエル王国がアッシリアによって滅ぼされた後

です。1 節にある「ゼブルンの地とナフタリの地」というのは北イスラエル王国の主

要地域で、ガリラヤとも呼ばれる場所です。その地は、異邦人であるアッシリアに

占領されたので、1 節では「異邦の民のガリラヤ」と表現されています。 

 イザヤにとってイスラエルこそが神の民であり、その神の民が異邦人に支配され

るということは、まさに絶望であり、暗闇に覆われてしまったことを意味していま

す。実際、アッシリアに支配された北イスラエル王国の状況は、イザヤ書 8章 21-20

節ではこのように書かれています。 

 

8:21 その人は迫害され、飢えて国を歩き回り、飢えて怒りに身を委ねる。顔を上に

向け、自分の王と神を呪う。 

8:22 彼が地を見ると、見よ、苦難と暗闇、苦悩の闇、暗黒、追放された者。 

 

 まさに神も仏もないと日本人ならいってしまうような状況です。迫害と飢えが

人々を苦しめ、一切の希望も見いだせないような暗闇に覆われた状況。それが当時

の北イスラエル地域の状況だったのです。 

 私達もウクライナにおける戦争をみたり、その戦争によって多くの人たちが苦し
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んでいる状況をみたりすると、神様がいるのならばなぜ、このような戦争を止めな

いのか。と思わずつぶやきたくなるような気持ちになります。 

 実際に、統一教会関連の事件で宗教なんかいらないと主張している人たちは、神

がいるのならば、なんでこんな事が起こるんだ！ 今の悲惨な状況は神など居ない

証拠だ！ と声高に叫んでいます。人は受け入れることができないような苦難に直

面するとき、指導者や神を呪ってしまうのです。 

 そして、それこそサタンに支配されているときの状況なのです。 

 神の民であるイスラエルが、異邦人アッシリアに支配されているということは、

ある意味ではサタンの支配の中に人が囚われてしまっていることを示す状況だとい

えるでしょう。しかし、神様はそのような暗闇の中にいる神の民に対して光が輝く

ことを預言されています。 

 

光の到来） 

 2-3 節を読みましょう。 

 

9:2 闇の中を歩んでいた民は大きな光を見る。死の陰の地に住んでいた者たちの上

に光が輝く。 

9:3 あなたはその国民を増やし、その喜びを増し加えられる。彼らは、刈り入れ時

に喜ぶように、分捕り物を分けるときに楽しむように、あなたの御前で喜ぶ。 

 

 北イスラエル王国が滅んだのは、彼が神様からの悔い改めのメッセージに応える

ことをせず、人間的な力によって苦難を乗り越えようとした結果であり、彼ら自身

が招いた結果です。 

 アダムとエバが、善悪の知識の木の実を取って食べたら必ず死ぬよ。と神様にい

われたのに、それをとって食べてしまい。エデンの園を追い出される結果になった

のと同じです。 

 人が神様を無視し、逆らうから、私達は多くの悲しみや苦しみを経験しなければ

いけなくなっており、この世が暗闇ばかりで希望がないと思えるのは、神様のせい

ではなく人間の罪の結果なのです。 

 でも、神様はそんな暗闇の中にいる人々が光を見ることができるようになり、神

様の救いの御業によって人々の上に光が輝くといわれています。 

神様は、たとえ、その暗闇が神の民の自業自得の結果であったとしても、神の民

をいつまでも暗闇の中に置きっぱなしにされるお方ではないのです。神様は人々に

光を与え、人々が神様の前で喜べるようにしてくださると言われています。 
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 その喜びは、「借り入れ時に喜ぶように」とか、「分捕りものを分ける時に楽しむ

ように」と表現されていますが、これは創造的喜び、勝利の喜びをくださる。とい

うことです。 

 私は、自分では植物を育てたりしていませんけども、小学校のころ、学校の畑で

さつまいもを育てたことがあります。そして、秋になったらそのさつまいもを収穫

して、みんなで芋煮会をやって喜んだ。そんな経験があります。作物を育てて収穫

する喜びというのは、やっぱり他の喜びとは違いますよね。ものを生み出す喜び、

満たされる喜び。そのような健全な喜びです。 

 また、勝利の喜びっていうのも、敵を倒せて嬉しいというよりは、自分たちを暗

闇の中に閉じ込めていたものが打倒されて解放される喜び、自由になる喜びです。

例えば、ロシアがウクライナから完全撤退をし、ロシアの攻撃を恐れなくて良い状

態になったならば、ウクライナの人たちはどれほど大きな喜びにみたされるでしょ

うか。自由と解放。その喜びに満たされるにちがいないと思います。 

 神様は私達にそのような喜びを与えるために、私達を照らす光を送ってくださっ

たのです。 

 

神の民の経験） 

 そして、この光が与えられる時、神の民がどのような経験をするかというと、人

間の力ではなく、神による勝利を経験します。それが 4 節 

 

9:4 あなたが、彼が負うくびきと肩の杖、彼を追い立てる者のむちを、ミディアン

の日になされたように打ち砕かれるからだ。 

 

「あなた」というのは神様のことですね。そして「彼」というのは、イスラエルの

ことであり、神の民のことです。神様は、神の民がせおっているくびきと杖、そし

て、神の民をせめたてているムチを、「ミディアンの日になされたように打ち砕かれ

る」のです。ミディアンの日というのは、ギデオンがたった 300 人の精鋭でミディ

アン人 12 万人に勝利した時のことです。みなさん、300 人で 12万人に勝てますか？ 

絶対勝てないですよね。どんなに強い将軍がいて、どんなに頭のいい軍師がいたと

しても、300 人対 12 万人では絶対勝てません。でも、イスラエルは勝つことができ

ました。なぜですか？神様が勝たせてくださったからです。 

 それと同じように神様にしか出来ない勝利を、神様が送り出した光によって体験

させてくださると、この預言はいっているのです。 

 みなさん、【主】が送り出す光は、絶対勝てない状況をひっくり返してくださる。
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神業の勝利を経験させてくださる光なのです。 

 神様は、その光によって神的勝利を経験させてくださるので、自分の力で戦う必

要はなくなるのです。だから、5 節にはこのように書かれています。 

 

9:5 まことに、戦場で履いたすべての履き物、血にまみれた衣服は焼かれて、火の

餌食となる。 

  

 私たちはこの世で勝利者になるためには、「自分たちで一生懸命戦わなければいけ

ない。」そう思っています。でも、神様が送り出す光が来たならば、そのような戦い

方をもはやしなくていいのです。自分の力で戦う。そのような古い生き方を捨てて

いい状況になるのです。 

 

喜びと勝利の理由） 

 なぜでしょうか。神の民が圧倒的な喜びと勝利を経験できる根本的な理由が6節、

7 節にかかれています。まずは 6 節を読みましょう。 

 

9:6 ひとりのみどりごが私たちのために生まれる。ひとりの男の子が私たちに与え

られる。主権はその肩にあり、その名は「不思議な助言者、力ある神、永遠の父、

平和の君」と呼ばれる。 

 クリスマスの時期に毎年読まれる預言ですね。「ひとりのみどりご」というのはイ

エス様のことですけども、イエス様がなんでお生まれになったのかというと、神様

のためではなくって、「私達のために生まれる」と書かれています。なんでイエス様

がお生まれになったかというと、「私達に与えられるため」だったのです。 

 昨日の JJ キッズクリスマスには感謝なことに子ども 32 名、大人 18 名という多く

の人が来てくれました。その JJキッズクリスマスではイエス様は神様からのプレゼ

ントだ。という話をしました。 

 なんでイエス様がこの地にきてくださったかというと、神様がこの地上を改めて

支配し直すためではないのです。「私達のため」「私達に永遠のいのちを与えるため

に」神様はイエスキリストを世の光として送ってくださったのです。 

 そして、そのイエスキリストには主権があります。主権というのは支配権のこと

です。イエス様はこの地上を支配する権利を持っておられる。その支配者であるイ

エス様には 4 つの別名が有ります。それはなにかというと、「不思議な助言者、力あ

る神、永遠の父、平和の君」という名前です。 

 不思議というと、よくわからないというイメージがありますけども。ここでいう
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「不思議な助言者」とういのは、「奇跡的な助言者」「人間を超えた助言者」という

意味です。イエス様はまさに、私達人間の知恵を超えた導きをしてくださるお方で

す。 

 「力ある神」というのは、あまり説明がいりません。そのままです。イエス様は

「みどりご」つまり、赤ちゃんとして生まれたのですが、「力ある神」といてこのよ

にきてくださったのです。イエス様は神をやめて人間になったのではなく、神であ

り、人間であるお方として、この世に来てくださいました。 

 また「永遠の父」というのは、私達とイエス様の関係性を示しています。イエス

様は支配者であり、助言者であり、神様としてこの世に来られたのですが、私達の

お父さんとしても来てくださったのです。お父さんというのは、私達を守り、保護

してくださるお方ですよね。イエス様は、私達を永遠に、一時的ではない。永遠に

いつまでも守る者としてこの世に来てくださったのです。 

 だから、イエス様は天に昇られるとき、なんといわれましたか？「見よ。わたし

は世の終わりまで、いつもあなたがたとともにいます。」といわれました。永遠に私

達を守るお方としてイエス様は来られたのです。 

 そして、最後「平和の君」。平和というのは「シャローム」というヘブル語で、こ

の言葉がもっているイメージは、完全に満たされるというイメージです。一切の不

安も、たりなさも、心配もない状態で。霊的にも、肉的にも、精神的にも、すべて

が平安に満たされている。それがシャロームということばのいみです。イエス様は

そのように完全に満たされた状態を私達に与えてくださる王様として、この世に来

られたのです。 

 

 だから、この御方が治める国はどうなるかというと。7 節 

 

9:7a その主権は増し加わり、その平和は限りなく、ダビデの王座に就いて、その王

国を治め、さばきと正義によってこれを堅く立て、これを支える。 

 

 この前半の部分は、6 節の繰り返しです。肝心なのは 7 節の最後のことば 

 

9:7b 今よりとこしえまで。万軍の【主】の熱心がこれを成し遂げる。 

 

 もとのヘブル語を直訳すると、この箇所は 

 

9:7b 今よりとこしえまで。万軍の【主】のねたみがこれを成し遂げる。 
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 となります。 

 

ねたみ。ってどのような感情ですか。あいつには負けたくない。という気持ちです

よね。神様は、私達が暗闇に閉じ込められ、サタンに支配されている状態をみて、

つよく妬みの感情をもたれるのです。 

「わたしの大切な、愛する神の民たちを、いつまでもサタンに支配させておく訳に

はいかない。なんとしても自分のところにとりもどす。」 

そのような嫉妬にもにた、熱い熱い 私達にたいする熱心によって、神様は、御子

イエスキリストをこの世を照らす光として、私達のために、この世に送り出された

のです。神様は、それほど私達を熱心にもとめておられる。 

その結果が、クリスマスなのです。 

 

まとめ） 

 みなさん。この世の暗闇をみるならば、私達は絶望に押しつぶされてしまうこと

があるかも知れません。イスラエルの人たちのように、自分たちの指導者である王

を呪い、神様を呪いたくなるような時があるかもしれません。 

 でも、そんな絶望の中にいる人達に光を与え、喜びを与え、勝利を与えるために、

御子イエスキリストを神様はこの世に送り出されました。 

 だから、私達は、自分の力では勝てない戦いに勝利することができるものとされ

たのです。なぜならば、私達ではなく、【主】が勝利をしてくださるからです。 

 みなさんは、絶望していないでしょうか。諦めていないでしょうか。【主】イエス

キリストは、そのみなさんにはどうにもならない戦いに勝利をしてくださるお方で

す。 

 そして、神の権威によって私達に助言を与え、力を与え、保護し、完全な満足を

与えてくださるお方です。 

 神様はこの恵みを与えるために、ねたみともいえるような熱さによって、イエス・

キリストをこの世に送ってくださいました。 

 みなさんは、それほど神様に愛されているのです。 

 

 今日のメッセージがクリスマス本番のメッセージみたいになっていますけども、

今日読んだイザヤ書の預言は、基本的に動詞が完了形で書かれている預言です。ど

うゆうことかというと、例えば 6 節は 

 

9:6 ひとりのみどりごが私たちのために生まれる。ひとりの男の子が私たちに与え
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られる。 

 

となっていますけども、これを直訳すると、 

 

9:6 ひとりのみどりごが私たちのために生まれた。ひとりの男の子が私たちに与え

られた。 

 

となっています。未来のことなのに、もうすでに起こったことのように言われてい

ます。なぜかというと、それぐらい確実なことだからです。 

 みなさん、イエス様が勝利してくださるというのは、確定している確実なことな

のです。ですから、このみことばを握りしめて、この世の暗闇を恐れるのではなく、

【主】イエスキリストという光は、必ず勝利してくださることを信じてあゆんでい

きたいと思います。 

  


